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添乗員同行 『国内長期滞在の旅』 冬の新商品 

雪が少なく、晴天率が高い、花粉がない 快適旅行 

釧路 ｢冬の北海道 ちょっと暮らし 5日間｣10月29日発売 
 
阪急交通社（大阪市北区梅田 代表取締役社長 松田誠司）は、添乗員が同行する「国内長期滞在の旅」

冬の新商品として、釧路に滞在する「冬の北海道 ちょっと暮らし ５日間」（東京発・大阪発）を10月29

日（火）に発売します。 

2013年に夏の釧路の旅10日間でスタートした「国内長期滞在の旅」は、気候の快適さに加え、滞在型の

旅を楽しんでいただく当社独自のサポート体制※を確立したことで、シニア層を中心に好評を得ています。

「非日常」を楽しみながら、暮らすように「日常」も体験できることが魅力となっており、現在年間で約20

種類の商品を発売していますが、参加者のうち約3割の方がリピーターとなっています。 

今回の企画では、夏の釧路の快適さは有名ですが、冬の北海道でも雪が少なく高い晴天率を誇り、さらに

花粉がない生活を送ることができる冬でも快適な釧路に滞在し、この時期ならではのアクテビティを楽しむ

「ちょっと暮らし」を 5 日間という最適な日数で設定しました。この時期にしか出会えない流氷の見学やプ

ロカメラマン同行の写真撮影、湿原リバーウォッチングなど冬の釧路の素晴らしさを存分に体験できます。 

阪急交通社では、長期滞在の人気の高まりを受け、その季節ならではの楽しみ方を体験できる新たな滞在

先の発掘と商品開発に努め、年間を通して“暮らすように旅する”長期滞在の旅を拡充してまいります。 
 

【国内長期滞在の旅】http://www.hankyu-travel.com/longstay/kokunai/?9582 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
    釧路湿原                                流氷観光砕氷船「おーろら」       幣舞橋（釧路市）夕景 
 

 

 

 

 
 
 

【国内長期滞在の旅 シリーズ 主なライナップ】 

避暑避寒・ﾘｿﾞｰﾄ型 ： 釧路（夏秋・冬）、八幡平（岩手県）、白馬信州、軽井沢、石垣島、沖縄本島 

温 泉 型 ： 指宿温泉（鹿児島県）、青島温泉（宮崎県）、加賀温泉郷（石川県） 

都 市 型 ： 京都、奈良、長崎 
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※阪急交通社 長期滞在の旅 サポート体制 

◇旅のオリエンテーションとして、滞在中の過ごし方、周辺の見どころなどを説明します。 

◇日帰り周辺観光バスツアーへ追加代金なしで案内します。 

◇添乗員が同行し、さらに地元では自治体や観光協会などが安心で快適な滞在をサポートします。 

 

http://www.hankyu-travel.com/longstay/kokunai/?9582


 

 
 

冬の北海道ちょっと暮らしの旅5日間 概要 

 
出 発 日 : 2020年2月12日（水）、21日（金）、27日（木）、29日（土） 

3月5日（木）、8日（日） 

発 着 地 : 東京（羽田空港）、大阪（伊丹空港） 

宿 泊 先 : 釧路プリンスホテル 

食事回数 : 朝4回 

旅行代金 : 東京（羽田空港発着）大人おひとり様 59,800円（1～２名様1室利用の場合） 

大阪（伊丹空港発着）大人おひとり様 69,800円（     〃      ） 

コース番号 : 東京 19902、大阪 80031 

 

 

■日帰り周辺観光バスツアー（自由参加）  ※天候や交通状況等により変更となる場合があります。 
 

2日目 終日〔Ａコース〕大自然の神秘「流氷」見学・鶴見台コース 

ホテル8：30出発 ⇒ 鶴見台（タンチョウの姿を群れで約30分観察） 

⇒ 網走港 ～ 流氷観光砕氷船「おーろら」（流氷を間近で約60分見学） 

⇒ 網走港 ⇒ ホテル18：30到着 

 

3日目 午前〔Ｂコース〕プロカメラマン「大八木茂氏」と行く絶景写真撮影コース 

         ホテル8：00出発 ⇒ プロカメラマン大八木氏が同行し撮影方法を伝授 

（釧路湿原北斗 谷地［やち］坊主群・ 音羽橋・伊藤サンクチュアリ・ 

どさんこ牧場・コッタロ湿原など）⇒ ホテル正午前到着 

 

3日目 午後〔Ｃコース〕釧路湿原リバーウォッチング体験コース 

         ホテル昼過ぎ出発（路線バス［乗車料込］）⇒ 釧路湿原 

（アレキナイ川をカヌーに乗ってネイチャーウォッチング約50分） 

⇒ ホテル17：30到着 

 

 

 

■ツアーに関するお問合せ先  

阪急交通社 トラピックス（電話受付時間：月～金9:30～17:30 土・日・祝日9:30～13:30) 

東京 03－6745－1300  

大阪 06－6366－2525 

 
 
 
 

 
＜報道関係の方からのお問い合わせ先＞ 株式会社阪急交通社 広報部 

〒105-0004 東京都港区新橋3-3-9   TEL：03-6745-7333 ／ FAX：03-6745-7351 

〒530-0001 大阪市北区梅田2-5-25  TEL：06-4795-5711 ／ FAX：06-4795-5724 
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